
 

 

令和元年東日本台風を教訓とした災害対策本部の運営 
令和３年(2021年)６月 

災害対策本部（危機管理部）活動の流れ                        

                                                           

情報収集  全ての情報を収集する。 

 

         ○大雨警報（キキクル危険度分布）【気象庁Ｈｐ】 

         ○雨量情報（地点：笠岳、熊の湯、湯田中、前坂、夜間瀬）【長野県河川砂防ステーションＨｐ】 

         ○夜間瀬川星川水位観測所水位情報【国土交通省Ｈｐ】 

         ○河川監視カメラ（地点：星川橋、夜間瀬橋）【川の水位情報】 

         ○テレビ、長野県防災情報ポータル：Ｌアラート情報、県内市町村の体制・避難所等開設状況 

         ○Ｊアラート情報 

○電話、FAX]、衛星電話、長野県防災行政無線（LASCOM） 作動確認 

         ○各課・消防団からの情報 

         ○自主防災組織からの情報 

 

 

情報判断  山ノ内町避難情報等の判断・伝達マニュアルに照らし判断する。 

       ○警報発表時には、気象台ホットラインを利用 

○災害警戒本部の設置、災害対策本部の設置、職員の非常参集、避難情報等の発表 

○指定緊急避難場所の開設の判断と調整 ― 健康福祉課 

○要配慮者利用施設への連絡 

○避難行動支援者名簿の提供準備 

○消防団への指示 

○自主防災組織への情報提供と協力依頼 

    災害対策本部設置     →（職員招集範囲の拡大、消防団への指示、自主防災組織への協力要請） 

 

 

情報発信  災害対策本部   情報処理体制運用開始 

 危機管理部長 は下記事項の任務付与  

 

○情報収集（電話・FAX等）受付担当 

○情報分析 気象庁・河川情報・降雨情報 判断担当 発信情報作成                   

         ○山ノ内町防災情報システム 同報系、戸別受信機配信担当                

         ○山ノ内町防災情報メール（SUGUメール）入力担当 

○長野県防災情報システムPC（県への報告、Ｌアラート、クロノロジー時系列 ）入力担当    

         ○ホームページ入力担当                                       

         ○ポータルサイト入力（yahoo、LINE）入力担当                                                                  

         ○自主防災組織連絡強化（区長等連絡調整担当）                  

○消防団との連絡員の配置、団本部・各分団、部と連絡及び任務付与（消防団担当）           

○指定緊急避難場所に関する調整・相談員（避難相談窓口）                           

○ホワイトボード時系列記録担当 

 

定時情報の発信  雨量情報、水位情報、避難場所開設情報、避難者数（１時間・30分間隔） 

緊急情報の発信  避難情報等、災害発生情報、通行規制情報、交通機関の運行情報、停電・断水情報 

 

防災気象情報・避難情報等の発令状況・指定緊急避難場所情報・被害情報は、時刻とともにホワイトボードに掲示し共有する  

参集職員、消防団員、自主防災組織により重点課題への対応  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光商工部 

被害調査及び応急対策 

 

・観光施設での情報発信 

・観光客の誘導 

・観光地閉鎖処置（消防団） 

・県や交通機関との連絡調整 

・本部や他の関係者との調整 

建設水道部 

被害調査及び応急対策 

 

・河川・道路等の監視 

・各種通報への対応（消防団） 

・水源確保 

・断水広報 

・本部や他の関係者との調整 

健康福祉部・総務部 

（指定緊急避難場所） 

 

・指定緊急避難場所開設・運営 

・自主防災組織との連携 

・福祉関係者との連携 

・避難誘導（消防団・自主防災組織） 

・他施設との情報交換 

・本部や他の関係者との調整 
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